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CDC発達マイルストーン
米国疾病予防管理センター(CDC)が開発した発達マイルストーンは、各月齢
における子どもの発達を、社会・情動、言語・コミュニケーション、認知、
運動・身体の4領域で評価するツールである。この発達マイルストーンは各月
齢の75%の子どもが達成する項目を提示することで、保護者が子どもの発達
を理解し、必要に応じて専門家に相談する入り口となることを目指してお
り、スペイン語、中国語など13言語に展開され国際的にも広く認知・利用さ
れている。 

途中経過

BOLD紹介サイト

背景と目的
発達障害と診断される子どもの数は世界的に増加しており、我が国
も例外ではない。学齢期での支援ニーズは著しく増加しており、有
効な対策の一つが発達障害の早期発見・早期介入である。これは当
事者のその後のQOL改善だけでなく、社会コストの大幅な削減にも
つながる。
そこで我々は0‒4歳児を対象としたオンライン発達評価ツールの開
発を行う。発達障害者支援法で期待されている1歳半、3歳児健診
での早期発見は、現実的には容易ではなく、その補助ツールとなる
母子健康手帳では子どもの発達に関する項目が少ない。本ツールは
こうした不足を補うもので、専門的な発達評価項目を組み込んだ無
料のオンラインアンケート形式により、保護者が日常生活の中で無
理なく継続的に子どもの発達を記録できるようにする。さらに、蓄
積された生育歴データを保護者・医師・支援者間で共有可能とする
ことで、早期発見から適切な時期での早期介入へとスムーズに繋げ
る体制を構築する。 これにより、従来の「その場限りの観察」に
よる判断から、「継続的な発達記録」に基づく包括的な支援体制へ
の転換を目指す。本発表は核となるCDC発達マイルストーンの日本
語版開発について報告する。

方法
発達科学、小児科学、情報学などの専門家による作業部会を2025
年10月に設置し、CDC発達マイルストーンの翻訳と文化的適応を
進めた。翻訳にあたっては、既存の母子健康手帳との補完性を考慮
しつつ、保護者にとってわかりやすい表現とした。
調査は全国の0～4歳児の保護者を対象とし、まず生後2か月から
36か月までの10時点（2, 4, 6, 9, 12, 15, 18, 24, 30, 36か月）
で実施する。スマートフォンによるオンライン調査とし、縦断参加
を基本としつつ単回参加も可能とする。各月齢200～300名のデー
タ収集を目標とする。発達評価に加え、保護者自身の精神的疲労度
や相談リソースの有無についても収集し、包括的な支援につなげ
る。
システム面では、Webベースのプラットフォームを構築し、保護者
がスマートフォンから定期的に発達の経過を見返すことができるよ
うにする。現在、100名規模のパイロット調査によりシステムの実
用性評価を進めている。

母子健康手帳との補完性

CDCマイルストーンは0-4歳までに150の項目を「社会情動」「言語・コミ
ュニケーション」「認知」「運動・身体」の4領域をバランスよくカバーして
いる。 一方、母子健康手帳は0から6歳の155項目中、発達関連は60項目
（39%）にとどまり、うち運動・身体が24項目と最多。
 CDCマイルストーンが母子手帳よりも子どもの発達に手厚くカバーしてお
り、手薄な社会・情動と認知の領域を補完できることがわかる。

今後の展開
パイロット終了後はより大規模なサンプルでの検証を進め、地域や
社会経済的背景の多様性を確保した上で妥当性・信頼性の統計的検
証を行う。自治体の乳幼児健診や子育て支援事業との連携を進め、
早期発見・早期支援に貢献する。
研究面では、BOLD（Baby's Online Live Database）との連携に
より、マイルストーン調査の参加者に対し、BOLDを通じたより詳
細な発達研究への参加を促す。これにより、日本における縦断的発
達研究のデータ蓄積が促進される。
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参加者月齢別の達成率（平均 ± SD）：各月齢用アンケート（A～K）に対し、異
なる月齢の参加者が回答した際の達成率を示す。 薄い帯は対象月齢に達した参加
者のバー。対象月齢で達成率が高くなるパターンが発達的妥当性を示唆する。
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※ BOLDは現在、非営利型の一般社団法人子どもと育ちのコホート研究・実践協会により運営されています。
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